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伊
豆
鳥
島
は
、
東
京
の
南
方
約
６
０
０
㎞

の
太
平
洋
上
に
位
置
す
る
火
山
島
で
あ

る
。
特
別
天
然
記
念
物
の
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
他
、

保
護
す
べ
き
各
種
の
動
植
物
や
地
質
鉱
物
の
天

然
記
念
物
に
富
み
、
１
９
６
５
年
に
島
全
体
が

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

島
は
、
直
径
約
２
・
７
㎞
の
ほ
ぼ
円
形
を
し

て
い
る
。
高
さ
は
、
海
面
上
に
あ
ら
わ
れ
て
い

る
部
分
は
約
４
０
０
ｍ
だ
が
、
海
底
か
ら
の
比

高
は
約
８
０
０
ｍ
あ
る
。

有
史
以
降
は
、
数
回
の
噴
火
記
録
が
あ
る
。

１
９
０
２
年
に
は
、
中
央
火
口
丘
が
吹
き
飛
ぶ

ほ
ど
の
大
噴
火
が
起
こ
り
、
島
の
中
央
に
大
火

口
（
長
径
約
８
０
０
ｍ
、
短
径
約
３
０
０
ｍ
）

が
生
成
さ
れ
た
ほ
か
、
島
南
方
の
海
中
や
北
西

岸
で
も
爆
発
が
発
生
し
た
。こ
の
噴
火
に
よ
り
、

当
時
の
全
島
民
１
２
５
名
が
死
亡
。
火
山
活
動

は
約
１
ヶ
月
も
継
続
し
た
。

ま
た
、
１
９
３
９
年
の
噴
火
で
は
、
噴
煙
や

鳴
動
が
発
生
し
、
溶
岩
の
流
出
は
約
４
ヶ
月
も

続
い
た
。
そ
の
後
１
９
６
０
年
代
に
は
、
活
発

な
群
発
地
震
が
繰
り
返
し
発
生
し
、
１
９
６
５

年
に
島
の
気
象
観
測
所
が
閉
鎖
さ
れ
て
以
降

は
、
無
人
島
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
で
は
、
２
０
０
２
年
に
２
０
０
～
３
０

０
ｍ
程
度
の
高
さ
に
至
る
噴
煙
を
伴
う
噴
火
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

天然記念物の火山島

伊豆鳥島の噴火の様子（2002 年）。現在、山頂部に直径約 1.5kmの外輪火口があり、
その中に 2つの中央火口丘、子持山と硫黄山がある（写真提供　気象庁）

伊豆鳥島
活動的火山及び潜在的爆発活力を有する火山に指定されている。

伊豆鳥島
いずとりしま

Vol. 26

東京都
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先生に、「綾乃さんのポスター
が、大臣賞になりました。」と言
われたとき、信じられませんでした。
私は、１年生のとき、学校の帰りに東日本大震災にあい
ました。家にはだれもいないし、あぶないからと、近く
の人が学校に連れて行ってくれました。橋がこわれて、
お母さんは、仕事からおそく帰ってきました。
それから電気がなく、水も食べるものもなくなり、寒く
てふるえていました。私は、お母さんやお兄ちゃんとそ
うだんして、これからどんなものを用意したらよいかを
考え、それをポスターにかきました。でも、まだ用意し
ていない人がたくさんいます。それがとても心配です。
今日は立派な賞をいただき、ほんとうにありがとうござ
いました。幼児・小学１～４年生の部 

宮城県　美里町立不動堂小学校　３年 

齊藤　綾乃（さいとう　あやの）さん

第 28 回
防災ポスターコンクール
防災担当大臣賞

受賞者の声
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昨
年
の
災
害

昨
年
は
、
５
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、

台
風
や
「
平
成
24
年
７
月
九
州
北
部
豪

雨
」
な
ど
の
風
水
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
竜
巻
は
、
全
国
各
地
で
発
生

し
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
も
の
も

あ
り
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
竜
巻
等
の

突
風
を
中
心
に
、
事
前
の
対
策
と
身
を

守
る
行
動
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

竜
巻
等
の
突
風

突
風
と
は
、
大
気
の
状
態
が
不
安
定

と
な
る
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
突
発
性

の
強
風
で
あ
り
、
主
な
も
の
と
し
て
、

竜
巻
や
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。

竜
巻
は
積
乱
雲
に
伴
っ
て
発
生
す
る
激

し
い
渦
巻
き
で
あ
り
、
上
空
に
は
漏ろ
う

斗と

状
や
柱
状
の
雲
を
伴
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
は
積
乱
雲
か
ら

発
生
す
る
強
い
下
降
気
流
で
あ
り
、
同

時
に
激
し
い
雨
や
「
ひ
ょ
う
」
を
伴
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

昭
和
36
年
以
降
に
発
生
し
た
竜
巻
等

の
突
風
の
う
ち
、
最
も
多
く
の
犠
牲
者

を
出
し
た
の
は
、
平
成
18
年
11
月
７
日

に
北
海
道
佐
呂
間
町
で
発
生
し
た
竜
巻

で
、
９
名
の
方
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
平
成
21
年
７
月
19
日
に

岡
山
県
美
作
市
で
発
生
し
た
竜
巻
に
よ

り
、2
名
が
負
傷
し
、住
家
2
棟
が
全
壊
、

71
棟
が
一
部
損
壊
し
た
ほ
か
、
自
動
車

が
１
０
０
メ
ー
ト
ル
近
く
吹
き
飛
ば
さ

れ
る
な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
（
被

害
状
況
は
平
成
21
年
7
月
19
日
現
在
）。

ま
た
、
昨
年
５
月
6
日
に
は
、
茨
城
県
、

栃
木
県
、
福
島
県
の
広
い
範
囲
で
複
数

の
竜
巻
が
発
生
し
、
特
に
、
茨
城
県
常

総
市
で
発
生
し
た
竜
巻
は
、
１
名
が
死

亡
、37
名
が
負
傷
し
、住
家
76
棟
が
全
壊
、

１
５
８
棟
が
半
壊
す
る
な
ど
、
常
総
市

か
ら
つ
く
ば
市
に
か
け
て
、
多
く
の
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
（
被
害
状
況
は

平
成
24
年
6
月
13
日
現
在
）。

竜
巻
注
意
情
報
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

竜
巻
は
、
季
節
を
問
わ
ず
全
国
各
地

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
発
生
メ

カ
ニ
ズ
ム
は
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

低
気
圧
や
台
風
の
接
近
時
に
大
気
の
状

4

特集
夏から秋に多発！！

風水害から身を守ろう

梅雨のシーズンです。例年、
梅雨から秋にかけて台風や豪
雨など風水害が多く発生する
ようになります。
どんな災害にも、日頃の備え
が最大の策です。災害のさまざ
まな前兆現象と対策をもう一
度確認し、「備え」を実行しま
しょう。

平成 11 年 9 月 24 日豊橋市で発生した竜巻
（愛知県豊橋市　提供）
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態
が
不
安
定
に
な
り
、
南
か
ら
温
か
く

湿
っ
た
空
気
が
流
入
す
る
と
竜
巻
が
発

生
し
や
す
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
気

象
庁
に
よ
れ
ば
、
竜
巻
（
海
上
竜
巻
（
水

上
で
発
生
し
、
そ
の
後
上
陸
し
な
か
っ

た
竜
巻
）
を
除
く
）
は
、
平
成
19
～
23

年
の
5
年
間
で
年
平
均
お
よ
そ
23
個
の

発
生
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
は
28

個
の
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
（
平
成

25
年
4
月
現
在
）。

気
象
庁
は
、
平
成
20
年
３
月
か
ら
、

1
時
間
後
ま
で
の
間
に
竜
巻
等
の
激
し

い
突
風
が
起
き
や
す
い
状
況
と
判
断
さ

れ
た
場
合
に
「
竜
巻
注
意
情
報
」
を
発

表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
５

月
か
ら
は
竜
巻
発
生
確
度
ナ
ウ
キ
ャ
ス

ト
を
常
時
10
分
毎
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

竜
巻
や
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
な
ど
の
激
し

い
突
風
の
発
生
可
能
性
を
予
報
し
て
い

ま
す
。

竜
巻
注
意
情
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、

ま
ず
は
周
囲
の
雲
の
状
況
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
積
乱
雲
が
急
に
発

達
し
辺
り
が
暗
く
な
っ
て
き
た
ら
身
の

安
全
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
情

報
を
入
手
で
き
な
い
場
合
で
も
、
次
に

紹
介
す
る
竜
巻
の
前
兆
を
知
っ
て
お
く

こ
と
で
、
危
険
を
察
知
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

竜
巻
発
生
の
前
兆

●
青
空
か
ら
一
転
し
て
、
真
っ
黒
な
雲

が
近
づ
き
、
周
囲
が
急
に
暗
く
な
る

●
雷
鳴
が
聞
こ
え
た
り
、
雷
光
が
み
え

た
り
す
る

●
急
に
冷
た
い
風
が
吹
い
て
く
る

●
大
粒
の
雨
や
「
ひ
ょ
う
」
が
降
り
出

す

●
ゴ
ー
と
い
う
音
が
聞
こ
え
る

●
気
圧
の
変
化
で
耳
に
異
常
を

感
じ
る

こ
の
よ
う
な
変
化
に
気
が
つ

い
た
ら
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

で
し
ょ
う
？

例
え
ば
、
屋
外
で
は
、
車
や

物
置
な
ど
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
た

り
、
電
柱
や
木
が
倒
れ
て
く
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
直

ち
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど

の
頑
丈
な
建
物
に
入
り
、
身
を

守
っ
て
下
さ
い
。
次
の
項
目
は
、
そ
う

し
た
注
意
点
を
気
象
庁
が
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

竜
巻
か
ら
身
を
守
る
た
め
の

行
動

屋
内
に
い
る
場
合

●
窓
を
開
け
な
い

●
窓
か
ら
離
れ
る

●
カ
ー
テ
ン
を
引
く

●
雨
戸
・
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
し
め
る

●
地
下
室
や
建
物
の
最
下
階
に
移
動
す

る
●
家
の
中
心
部
に
近
い
、
窓
の
な
い
部

屋
に
移
動
す
る

●
部
屋
の
隅
・
ド
ア
・
外
壁
か
ら
離
れ
る

●
頑
丈
な
机
の
下
に
入
り
、
両
腕
で
頭

と
首
を
守
る

屋
外
に
い
る
場
合

●
近
く
の
頑
丈
な
建
物
に
避
難
す
る

　（
車
庫
・
物
置
・
プ
レ
ハ
ブ
を
避
難

場
所
に
し
な
い
。
適
当
な
避
難
場
所

が
み
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、
近
く
の

水
路
や
く
ぼ
み
に
身
を
ふ
せ
、
両
腕

で
頭
と
首
を
守
る
。）

●
橋
や
陸
橋
の
下
に
行
か
な
い

●
飛
来
物
に
注
意
す
る

「
竜
巻
が
起
き
た
こ
と
は
な
い
よ
」、「
こ

こ
な
ら
安
全
だ
よ
」
な
ど
、
思
い
こ
み
は

危
険
で
す
。
竜
巻
は
全
国
各
地
で
、突
然
、

発
生
し
て
い
ま
す
。「
竜
巻
か
ら
身
を
守

る
た
め
の
行
動
」
を
よ
く
理
解
し
、
家
庭

や
職
場
で
読
み
合
わ
せ
、
安
全
な
場
所
、

身
を
守
る
行
動
を
確
認
し
合
い
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

5

日本における
竜巻の発生分布
（1961-2012 年）

竜巻から身を守るための行動

竜巻の月別発生確認数（1991 〜 2012 年）

海上竜巻を含む
（出典　気象庁）

集計対象：「竜巻」および「竜巻ダウンバースト」である事例
のうち、水上で発生しその後上陸しなかった事例（いわゆる「海
上竜巻」）は除いて集計しています。	 （出典　気象庁）

（出典　気象庁）
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雨
に
よ
る
災
害

竜
巻
等
の
突
風
の
発
生
と
同
様
、
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
、
台
風
や
、
狭
い
範
囲
に

数
時
間
に
わ
た
り
強
く
降
る
集
中
豪
雨
、

短
時
間
に
強
く
降
る
局
地
的
な
大
雨
が
発

生
し
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

こ
う
し
た
大
雨
に
よ
っ
て
、
河
川
が
氾
濫

し
た
り
、
家
屋
が
浸
水
し
た
り
し
ま
す
。

ま
た
地
下
街
や
地
下
室
へ
水
が
流
れ
込
ん

だ
り
、
土
石
流
や
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
を

引
き
起
こ
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
過
去

30
年
の
デ
ー
タ
か
ら
も
、
７
月
か
ら
９
月

に
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

昨
年
、
７
月
11
日
〜
14
日
に
か
け
て

九
州
北
部
に
大
雨
を
も
た
ら
し
た
「
平

成
24
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
」
は
、
激

甚
災
害
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

台
風
や
集
中
豪
雨
か
ら

身
を
守
る

集
中
豪
雨
や
大
雨
に
よ
る
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
、
日
頃
の
備
え
は
万

全
で
し
ょ
う
か
？

以
下
は
、
気
象
庁
が
紹
介
し
て
い
る

災
害
へ
の
備
え
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
も

う
一
度
確
認
し
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

１
．
家
の
外
の
備
え

大
雨
が
降
る
前
、
風
が
強
く
な
る
前

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
窓
や
雨
戸
は
し
っ
か
り
と
カ
ギ
を
か

け
、
必
要
に
応
じ
て
補
強
す
る

●
側
溝
や
排
水
口
は
掃
除
し
て
水
は
け

を
良
く
し
て
お
く

●
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
物
は
飛
ば
な

い
よ
う
固
定
し
た
り
、
家
の
中
へ
格

納
す
る

２
．
家
の
中
の
備
え

●
非
常
用
品
の
確
認

・
懐
中
電
灯
　
・
携
帯
用
ラ
ジ
オ
（
乾

電
池
）　
・
救
急
薬
品
　
・
衣
類
　

・
非
常
用
食
品
　
・
携
帯
ボ
ン
ベ
式

コ
ン
ロ
　
・
貴
重
品
な
ど

●
室
内
か
ら
の
安
全
対
策

飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
窓
ガ
ラ

ス
に
貼
っ
た
り
、
万
一
の
飛
来
物
の

飛
び
込
み
に
備
え
て
カ
ー
テ
ン
や
ブ

ラ
イ
ン
ド
を
お
ろ
し
て
お
く

●
水
の
確
保

断
水
に
備
え
て
飲
料
水
を
確
保
す
る

ほ
か
、
浴
槽
に
水
を
張
る
な
ど
し
て

生
活
用
水
を
確
保
す
る

３
．
避
難
場
所
の
確
認
な
ど

●
学
校
や
公
民
館
な
ど
、
避
難
場
所
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
場
所
へ
の
避

難
経
路
を
確
認
し
て
お
く

●
普
段
か
ら
家
族
で
避
難
場
所
や
連
絡

方
法
な
ど
を
話
し
合
っ
て
お
く

●
避
難
す
る
と
き
は
、
持
ち
物
を
最
小

限
に
し
て
、
両
手
が
使
え
る
よ
う
に

し
て
お
く

恐
ろ
し
い
土
砂
災
害

土
砂
や
岩
石
が
多
量
の
水
と
と
も
に

一
体
に
な
っ
て
谷
や
渓
流
を
流
れ
落
ち

る
土
石
流
は
、
1
5
0
㎜
を
越
す
よ
う

な
連
続
降
水
量
と
な
り
、
さ
ら
に
70
〜

1
0
0
㎜
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
強
い
雨

が
短
時
間
に
降
る
と
起
こ
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
突
発
的
で
破
壊
力
も
大
き
く

一
瞬
の
う
ち
に
多
く
の
人
命
や
財
産
を

奪
っ
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
災
害
で
す
。

ま
た
、
が
け
崩
れ
は
、
勾
配
が
30
度

以
上
の
急
傾
斜
地
に
突
発
的
に
発
生
す

る
こ
と
が
多
く
、
総
降
水
量
が
1
0
0

㎜
以
上
で
１
時
間
降
水
量
が
30
㎜
以
上

に
な
る
と
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

長
雨
の
あ
と
や
強
い
地
震
後
の
大
雨
に

は
特
に
警
戒
が
必
要
で
す
。

正
確
な
情
報
入
手
と
対
策

国
土
交
通
省
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（http://disapotal.

gsi.go.jp/

）
で
、
過
去
の
被
害
や
避
難

方
法
、
土
砂
災
害
危
険
区
域
地
図
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

土
砂
災
害
の
予
測
は
難
し
い
の
で
す

が
、
発
生
す
る
場
所
や
時
間
は
あ
る
程

度
特
定
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
国
土

交
通
省
砂
防
部
は
、
土
砂
災
害
か
ら
身

を
ま
も
る
た
め
に
最
低
限
知
っ
て
お
く

べ
き
３
つ
の
点
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

①
住
ん
で
い
る
場
所
は
土
砂
災
害

危
険
箇
所
？

土
砂
災
害
の
約
6
割
は
「
土
砂
災
害

危
険
箇
所
」
で
発
生
し
ま
す
。
い
う
ま

6

平成 24 年 7 月九州北部豪雨で河川氾濫した福岡県柳川
市、みやま市（国土交通省 九州地方整備局　提供）
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（出典　気象庁）

1981 〜 2012 年の台風発生・接近・
上陸件数（累計）



ぼ う さ い      夏 号  （第 71 号）

で
も
な
く
、
残
り
の
4
割
は
そ
れ
以
外

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
お
住
い

が
土
砂
災
害
危
険
箇
所
に
あ
る
か
ど
う

か
、
砂
防
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.m
lit.go.jp/river/sabo/link_

dosya_kiken.htm
l

）
で
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
市
町
村
役
場
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

②
雨
が
降
り
出
し
た
ら
土
砂
災
害

警
戒
情
報
に
注
意

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、
大
雨
に
よ

る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
高
ま
っ

た
と
き
、
市
町
村
長
が
避
難
勧
告
等
を

発
令
す
る
際
の
判
断
や
住
民
の
自
主
避

難
の
参
考
と
な
る
よ
う
、
都
道
府
県
と

気
象
庁
が
共
同
で
発
表
す
る
防
災
情
報

で
す
。

土
砂
災
害
が
発
生

す
る
多
く
の
場
合
は

「
土
砂
災
害
警
戒
情

報
」
が
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
か
ら
、
最
新

の
情
報
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
気
象
庁
の

土
砂
災
害
警
戒
情
報

（http://w
w
w
.jm
a.

go.jp/jp/dosha/

）

他
、
各
都
道
府
県
の

砂
防
課
な
ど
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。
自
治
体
に

よ
っ
て
は
携
帯
電
話

な
ど
に
土
砂
災
害
警

戒
情
報
を
自
動
送
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
も

あ
り
ま
す
の
で
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ

れ
た
ら
早
め
に
避
難

が
け
下
や
渓
流
沿
い
な
ど
に
住
ん
で

い
る
方
は
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
出

た
ら
早
め
に
近
く
の
避
難
所
な
ど
、
安

全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
土
砂

災
害
の
多
く
は
木
造
一
階
で
被
災
し
て

い
ま
す
。
豪
雨
な
ど
で
避
難
所
へ
の
避

難
が
困
難
な
と
き
は
、
次
善
の
策
と
し

て
、
近
く
の
頑
丈
な
建
物
の
二
階
以
上

に
緊
急
避
難
し
た
り
、
そ
れ
も
難
し
い

場
合
は
家
の
中
で
よ
り
安
全
な
場
所
（
例

え
ば
、
が
け
か
ら
離
れ
た
部
屋
や
二
階
）

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

「
備
え
」
再
確
認
、
行
動
の
準
備

を
し
ま
し
ょ
う

い
か
が
で
し
ょ
う
？　

す
で
に

チ
ェ
ッ
ク
済
み
で
し
ょ
う
か
？　

す
で

に
実
行
済
み
で
す
か
？　

懐
中
電
灯
や

携
帯
ラ
ジ
オ
は
あ
り
ま
す
か
？　

3
日

分
の
飲
料
水
や
食
料
を
確
保
さ
れ
て
い

ま
す
か
？　

非
常
持
出
品
は
準
備
さ
れ

て
い
ま
す
か
？　
“
わ
か
っ
て
い
る
け
れ

ど
も
ま
だ
”
な
ら
、
是
非
、
必
要
な
対

策
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

土砂災害の特徴と前兆

7

出典：内閣府政府広報室

がけ崩れ 地すべり 土石流

斜面の地表に近い部分が、雨水
の浸透や地震等でゆるみ、突然、
崩れ落ちる現象です。崩れ始め
てから、崩れ落ちるまでの時間
がごく短く、人家の近くで起き
ると逃げ遅れる人も多く、人命
を奪うことの多い災害です。

斜面の一部あるいは全部が地下
水の影響と重力によってゆっく
りと斜面下方に移動する現象で
す。移動する土塊の量が大きい
ため、甚大な被害を及ぼします。

山腹や川底の石、土砂が長雨や
集中豪雨などによって一気に下
流へと押し流される現象です。
時速 20 〜 40㎞という速度で一
瞬のうちに人家や畑などを壊滅
させてしまいます。

がけ崩れの前兆現象

・ がけにひび割れができる
・ 小石がパラパラと落ちてくる
・ がけから水が湧き出る
・ 湧き水が止まる
・ 湧き水が濁る
・ 地鳴りがする

地すべりの前兆現象

・地面がひび割れたり陥没した
りする

・ がけや斜面から水が噴き出す
・井戸や沢の水が濁る
・地鳴り・山鳴りがする
・樹木が傾く
・亀裂や段差が発生する

土石流の前兆現象

・山鳴りがする
・急に川の水が濁り、流木が混

ざり始める
・腐った土の匂いがする
・雨が降り続いているのに川の

水位が下がる
・立木がさける音や石がぶつか

り合う音が聞こえる

防災気象情報の入手先

●インターネット
　警報や注意報、台風情報、気象レーダー、解析雨量、降水短時間

予報など、気象庁が発表している情報は、気象庁ホームページで
閲覧できます。（http://www.jma.go.jp/）

　また、民間の気象会社のホームページでも、情報を手に入れるこ
とができます。

●テレビ・ラジオ
　警報や注意報の発表状況は、テレビやラジオを通じて知ることも

できます。
　また最近では、それぞれのテレビ局が作成しているデータ放送で

情報を入手することもできます。（データ放送の詳細については、
各テレビ局あてお問い合わせ下さい）

●携帯電話
　国土交通省防災情報提供センターの携帯電話用サイトからも、防

災気象情報を閲覧することができます。
　掲載しているもの：
　気象警報・注意報、気象情報、気象レーダー、気象

ナウキャストなど
　http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.html
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中
央
防
災
会
議
防
災
対
策
推
進
検
討
会

議
の
下
に
設
け
ら
れ
た
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
対
策
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
は
、
今
後
発
生
が
予
測
さ
れ
る
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定
手
法
等
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
、
平
成
24
年
８
月
29
日
に
、
被
害
想
定

の
第
一
次
報
告
と
し
て
、
建
物
被
害
・
人
的
被
害

等
の
推
計
結
果
を
と
り
ま
と
め
、
平
成
25
年
３
月

18
日
に
、
被
害
想
定
の
第
二
次
報
告
と
し
て
、
施

設
等
の
被
害
及
び
経
済
的
な
被
害
を
と
り
ま
と
め

た
。
以
下
、こ
れ
ら
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

１�

．被
害
想
定
の
性
格（
巨
大
地
震
・

津
波
と
被
害
想
定
を
ど
う
捉
え

る
べ
き
か
）

○�

想
定
し
た
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
、
最
新
の

科
学
的
知
見
に
基
づ
く
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
で

あ
る
。
明
確
な
記
録
が
残
る
時
代
の
中
で
は
そ

の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
地
震
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る
「
百
年
に

一
度
」
と
い
う
よ
う
な
発
生
頻
度
や
発
生
確
率

は
算
定
で
き
ず
、
千
年
に
一
度
あ
る
い
は
そ
れ

よ
り
も
っ
と
低
い
頻
度
で
発
生
す
る
地
震
で
あ

る
。

○�

こ
の
よ
う
に
発
生
頻
度
が
極
め
て
低
い
地
震
で

は
あ
る
が
、東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

「
何
と
し
て
も
命
を
守
る
」
こ
と
を
主
眼
と
し

て
、
防
災
・
減
災
対
策
を
検
討
す
る
た
め
に
想

定
し
た
も
の
で
あ
る
。

○�

最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
は
、
発
生
頻
度
は
極
め
て

低
い
も
の
の
、
仮
に
発
生
す
れ
ば
、
被
害
も
甚

大
な
も
の
と
な
る
が
、
地
震
の
規
模
に
関
係
な

く
、
耐
震
化
等
の
防
災
・
減
災
対
策
を
講
じ
れ

ば
、被
害
量
は
確
実
に
減
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

○�

む
し
ろ
、
巨
大
地
震
・
津
波
が
発
生
し
た
際
に

起
こ
り
得
る
事
象
を
冷
静
に
受
け
止
め
、「
冷

静
に
正
し
く
恐
れ
、
備
え
る
」
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
行
政
の
み
な
ら
ず
、
イ
ン

フ
ラ
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
の
施
設
管
理
者
、
企

業
、
地
域
及
び
個
人
が
対
応
で
き
る
こ
と
を
見

極
め
、
備
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
防
災
先
進
国

と
し
て
、
世
界
で
最
も
地
震
に
対
す
る
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
な
さ
れ
、
安
全
へ
の
意
識
が

高
い
国
で
あ
る
こ
と
を
世
界
に
示
す
必
要
が
あ

る
。

○�

な
お
、
南
海
ト
ラ
フ
に
お
い
て
次
に
発
生
す
る

地
震
・
津
波
が
、「
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
・
津
波
」

で
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

２�
．
被
害
想
定
（
第
一
次
報
告
）
に

つ
い
て

（
１
）
被
害
想
定
の
設
定
と
項
目

１
　
想
定
す
る
地
震
動
・
津
波

被
害
想
定
を
行
う
地
震
動
は
、「
南
海
ト
ラ
フ

の
巨
大
地
震
モ
デ
ル
検
討
会
」（
以
下
「
モ
デ
ル

検
討
会
」
と
い
う
。）
で
検
討
さ
れ
た
地
震
動
５

ケ
ー
ス
の
う
ち
「
基
本
ケ
ー
ス
」
と
揺
れ
に
よ
る

被
害
が
最
大
と
な
る
と
想
定
さ
れ
る
「
陸
側
ケ
ー

ス
」
に
つ
い
て
実
施
し
た
。
ま
た
、
津
波
は
モ
デ

ル
検
討
会
で
検
討
さ
れ
た
「
基
本
的
な
検
討
ケ
ー

ス
」（
計
５
ケ
ー
ス
）
の
う
ち
、
東
海
地
方
、
近

畿
地
方
、
四
国
地
方
、
九
州
地
方
の
そ
れ
ぞ
れ
で

大
き
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
４
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
地
震
動
と
津
波
を
組
み
合
わ
せ
て

被
害
想
定
を
実
施
し
た
。

２
　
想
定
す
る
シ
ー
ン

想
定
さ
れ
る
被
害
が
異
な
る
３
種
類
の
特
徴
的

シ
ー
ン
（
冬
・
深
夜
、
夏
・
昼
、
冬
・
夕
）
を
設

定
し
た
。
火
災
に
よ
る
被
害
は
、
平
均
風
速
と
風

速
８
m
／
秒
の
２
ケ
ー
ス
を
設
定
し
、
上
記
の

時
間
帯
３
シ
ー
ン
と
合
わ
せ
て
６
つ
の
ケ
ー
ス
で

推
計
し
た
。

３
　
被
害
想
定
項
目

建
物
被
害
は
、
揺
れ
、
液
状
化
、
津
波
、
急
傾

斜
地
崩
壊
、
地
震
火
災
に
つ
い
て
全
壊
棟
数
を
推

計
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
転
倒

数
、
自
動
販
売
機
転
倒
数
、
屋
外
落
下
物
が
発
生

す
る
建
物
数
に
つ
い
て
も
推
計
し
た
。

人
的
被
害
は
、
死
者
数
と
し
て
、
建
物
倒
壊
、

津
波
、
急
傾
斜
地
崩
壊
、
地
震
火
災
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
転
倒
等
に
つ
い
て
推
計
し
た
。
ま
た
、
そ
の

他
に
負
傷
者
数
、
揺
れ
に
よ
る
建
物
被
害
に
伴
う

要
救
助
者
、
津
波
被
害
に
伴
う
要
救
助
者
に
つ
い

て
も
推
計
し
た
。

（
２
）
主
な
被
害
想
定
結
果

8

防災の動き
Disaster Management News

南海トラフの巨大地震
被害想定（第一次報告および第二次報告概要）
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東
海
地
方
が
大
き
く
被
災
す
る
ケ
ー
ス
で
、
今

回
の
想
定
の
組
合
せ
で
推
計
さ
れ
る
被
害
想
定
の

大
き
さ
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
東
海
地
方
が
大
き
く
被
災
す
る
ケ
ー
ス

全
壊
及
び
焼
失
棟
数　

約
９
５
４
千
棟
～
約
２
３
８
２
千
棟

死
者
数　

約
80
千
人
～
約
３
２
３
千
人

（
３
）
防
災
・
減
災
対
策
の
効
果

○�

建
物
の
現
状
の
耐
震
化
率
（
約
８
割
）
を
約
９

割
ま
で
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
揺
れ
に
よ
る

全
壊
棟
数
は
、
約
62
万
７
千
棟
か
ら
約
36
万
１

千
棟
に
約
４
割
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
る
。（
地

震
動
が
基
本
ケ
ー
ス
の
場
合
）

○�

早
期
避
難
率
が
低
く
津
波
避
難
ビ
ル
が
活
用
さ

れ
な
い
場
合
と
、
全
員
が
発
災
後
す
ぐ
に
避
難

を
開
始
し
、
か
つ
、
津
波
避
難
ビ
ル
が
効
果
的

に
活
用
さ
れ
た
場
合
を
比
較
す
る
と
、
津
波
に

よ
る
死
者
数
は
最
大
で
約
９
割
減
少
す
る
と
推

計
さ
れ
る
。（
地
震
動
が
基
本
ケ
ー
ス
で
、
夏
・

昼
に
発
災
の
場
合
）

３�

．
被
害
想
定
（
第
二
次
報
告
）
に

つ
い
て

（
１
）�

被
害
想
定
（
第
二
次
報
告
）
の

構
成

被
害
想
定
（
第
二
次
報
告
）
は
、
南
海
ト
ラ
フ

9
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建物倒壊による死者数（冬・深夜）

建物の耐震化率の向上に伴う被害軽減効果

津波避難の向上に伴う被害軽減効果（東海地方が大きく被災するケースの場合）
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巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
被
害
の
全
体
像
を

俯
瞰
す
る
と
と
も
に
、
可
能
な
限
り
詳
細
な
被
害

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
観
点
か
ら
、「
施
設
等
の

被
害
」
と
「
経
済
的
な
被
害
」
に
分
類
し
た
上
で
、

地
震
時
に
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
事
象
を
幅
広

く
想
定
し
た
「
被
害
の
様
相
」
を
そ
れ
ぞ
れ
作
成

す
る
と
と
も
に
、
定
量
化
が
可
能
な
一
部
の
項
目

に
つ
い
て
「
定
量
的
な
被
害
量
」
を
そ
れ
ぞ
れ
推

計
し
た
。

（
２
）
施
設
等
の
被
害
の
様
相

施
設
等
の
被
害
の
様
相
は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
状
況
や
復
旧
推
移
等
を
も
と
に
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
や
交
通
施
設
等
の
被
害
状
況
や
被
災
者
の
生

活
へ
の
影
響
等
に
関
し
て
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
で
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
事
象
を
、
幅
広
く

想
定
し
た
。

具
体
的
に
は
、「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被
害
」、「
交

通
施
設
被
害
」
等
に
つ
い
て
、
東
日
本
大
震
災
の

被
害
状
況
を
ベ
ー
ス
と
し
た
時
系
列
的
に
想
定
さ

れ
る
様
相
を
と
り
ま
と
め
、
さ
ら
に
、
そ
れ
よ
り

も
過
酷
な
「
更
に
厳
し
い
被
害
様
相
」
に
つ
い
て
、

「
人
的
・
物
的
資
源
の
不
足
」、「
よ
り
厳
し
い
ハ

ザ
ー
ド
の
発
生
」
等
の
要
因
別
に
と
り
ま
と
め
る

と
と
も
に
、被
害
様
相
に
対
応
す
る
「
主
な
防
災
・

減
災
対
策
」
に
つ
い
て
、「
予
防
対
策
」、「
応
急
・

復
旧
対
策
」
及
び
「
過
酷
事
象
対
策
」
の
対
策
別

に
と
り
ま
と
め
た
。

（
３
）
経
済
的
な
被
害
の
様
相

経
済
的
な
被
害
の
様
相
は
、
東
日
本
大
震
災
を

は
じ
め
と
す
る
既
往
地
震
の
被
害
事
象
等
を
参
考

に
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
、

建
物
や
資
産
等
の
被
害
、
生
産
・
サ
ー
ビ
ス
低
下

等
に
よ
る
被
害
が
時
間
的
・
空
間
的
に
波
及
拡
大

す
る
状
況
を
と
り
ま
と
め
た
。

具
体
的
に
は
、
各
項
目
を
「
民
間
部
門
」、「
準

公
共
・
公
共
部
門
」
に
分
類
し
た
上
で
、「
被
災
地
」

と
「
全
国
へ
の
波
及
」
の
様
相
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
、「
直
後
～
数
週
間
後
」、「
数
週
間
後
～
数

か
月
後
」
及
び
「
数
か
月
～
数
年
後
」
を
基
本
と

し
て
、
時
系
列
的
に
想
定
さ
れ
る
様
相
を
と
り
ま

と
め
た
。

（
４
）
定
量
的
な
被
害
量

１
　�

施
設
等
の
被
害
（
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被

害
、
交
通
施
設
被
害
等
）

ⅰ　

地
震
動
・
津
波
の
設
定

・�
地
震
動
５
ケ
ー
ス
の
う
ち
、「
基
本
ケ
ー
ス
」

と
「
陸
側
ケ
ー
ス
」
の
２
ケ
ー
ス

・�
津
波
の「
基
本
的
な
検
討
ケ
ー
ス
」（
計
５
ケ
ー

ス
）
の
う
ち
、
東
海
地
方
、
近
畿
地
方
、
四

国
地
方
、
九
州
地
方
の
そ
れ
ぞ
れ
で
大
き
な

被
害
が
想
定
さ
れ
る
４
ケ
ー
ス

ⅱ　

季
節
、
気
象
条
件
等
の
設
定

基
本
ケ
ー
ス
で
は
冬
・
深
夜
、
平
均
風
速
を
、

陸
側
ケ
ー
ス
で
は
冬
・
夕
方
、
風
速
８
m
／
秒

を
基
本
と
し
て
設
定
し
た
。

ⅲ　

主
な
推
計
結
果

①
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

○�

上
水
道　

被
災
直
後
で
、
最
大
約
３
４

４
０
万
人
が
断
水

○�

電
力　

被
災
直
後
で
、
最
大
約
２
７
１

０
万
軒
が
停
電

○�

通
信　

固
定
電
話
は
、
被
災
直
後
に
最

大
約
９
３
０
万
回
線
が
通
話
で
き
な
く

な
る

②
交
通
施
設
被
害

○�

道
路　

陸
側
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
道
路

施
設
被
害
は
約
４
万
～
４
万
１
千
箇
所

で
発
生

○�

鉄
道　

陸
側
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
鉄
道

施
設
被
害
は
約
１
万
９
千
箇
所
で
発
生

③
生
活
へ
の
影
響

○�

避
難
者　

避
難
者
は
断
水
の
影
響
を
受

け
て
１
週
間
後
に
最
大
で
約
９
５
０
万

人
が
発
生

○�

物
資　

食
料
の
不
足
量
は
、
発
災
後
３

日
間
の
合
計
が
最
大
で
約
３
２
０
０
万

食

④
災
害
廃
棄
物
等

○
災
害
廃
棄
物
等

　

�

建
物
の
全
壊
・
焼
失
等
に
よ
り
発
生
す

る
災
害
廃
棄
物
が
最
大
で
約
２
億
５
千

万
ト
ン

２
　
経
済
的
な
被
害
（
被
害
額
等
）

ⅰ　

地
震
動
・
津
波
の
設
定

・�

地
震
動
５
ケ
ー
ス
の
う
ち
、「
基
本
ケ
ー
ス
」

と
「
陸
側
ケ
ー
ス
」
の
２
ケ
ー
ス
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・�

津
波
の「
基
本
的
な
検
討
ケ
ー
ス
」（
計
５
ケ
ー

ス
）
の
う
ち
、
東
海
地
方
で
大
き
な
被
害
が

想
定
さ
れ
る
１
ケ
ー
ス

ⅱ　

季
節
、
気
象
条
件
等
の
設
定

地
震
動
に
か
か
わ
ら
ず
、
季
節
、
発
災
時
間
帯
、

風
速
、
津
波
避
難
を
冬
・
夕
方
、
風
速
８
m
／
秒
、

早
期
避
難
者
比
率
が
低
い
場
合
に
設
定
し
た
。

ⅲ　

被
害
額
の
推
計
結
果

ⅵ　

防
災
・
減
災
対
策
の
効
果

○�

建
物
の
現
状
の
耐
震
化
率
（
約
79
％
）

を
１
０
０
%
ま
で
向
上
さ
せ
る
と
と

も
に
、
出
火
防
止
対
策
等
を
併
せ
て
講

ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
産
等
の
被
害

額
は
約
１
７
０
兆
円
か
ら
約
80
兆
円

と
、
ほ
ぼ
半
減
す
る
も
の
と
試
算
さ
れ

る
（
地
震
動
が
陸
側
ケ
ー
ス
の
場
合
）。

○�

右
記
対
策
に
加
え
て
、
津
波
避
難
の
迅

速
化
等
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、生
産
・

サ
ー
ビ
ス
低
下
に
よ
る
被
害
額
は
約
45

兆
円
か
ら
約
32
兆
円
と
、
３
割
程
度
減

少
す
る
も
の
と
試
算
さ
れ
る
（
地
震
動

が
陸
側
ケ
ー
ス
の
場
合
）。

４
．
お
わ
り
に

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
被
害
想
定
結
果
等

に
よ
り
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
最
終
報
告
を
踏
ま
え
、
地
震
対
策

大
綱
、
地
震
防
災
戦
略
等
を
策
定
し
、
防
災

対
策
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
東
日

本
大
震
災
を
経
験
し
、
こ
の
日
本
に
住
む
限

り
、「
巨
大
な
地
震
・
津
波
が
起
こ
る
可
能

性
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
避
け
ら
れ
な

い
。
こ
れ
を
厳
し
い
か
ら
と
言
っ
て
諦
め
る

こ
と
な
く
、
各
主
体
が
対
応
で
き
る
こ
と
を

冷
静
に
見
極
め
、
備
え
る
こ
と
に
よ
り
、
国

家
を
あ
げ
て
、
防
災
・
減
災
対
策
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

基本ケース 陸側ケース

○資産等への被害【被災地】 97.6 兆円 169.5 兆円

　・民間部門 83.4 兆円 148.4 兆円

　・準公共部門（電気・ガス・通信、鉄道） 0.6 兆円 0.9 兆円

　・公共部門 13.6 兆円 20.2 兆円

○経済活動への影響【全国】

　・生産・サービス低下に起因するもの 30.2 兆円 44.7 兆円

　・交通寸断に起因するもの（上記とは別の独立した推計）

道路、鉄道の寸断 4.9 兆円 6.1 兆円

《参考》港湾被害 （10.8 兆円） （16.9 兆円）

11

○生産・サービス低下による影響　　○資産等の被害
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耐震化、火災対策等を推進することによる減災効果の試算
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３
月
26
日
、
第
32
回
と
な
る
中
央
防
災
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

古
屋
防
災
担
当
大
臣
の
議
事
進
行
の
下
、ま
ず
、

会
長
で
あ
る
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
、
先
般
発

表
し
た
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定
は
、

「
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
想
定
し
た
最
大
ク
ラ
ス
の

地
震
・
津
波
」
を
想
定
し
た

も
の
で
あ
り
、
国
民
の
皆
様

に
は
、
あ
り
の
ま
ま
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
冷
静
に
「
正

し
く
恐
れ
て
も
ら
う
」
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
旨
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

総
理
か
ら
の
発
言
の
後
、

議
事
に
移
り
ま
し
た
。
同
会

議
で
は
、
防
災
対
策
を
「
検

討
」
か
ら
「
実
行
」
の
段
階

に
進
め
る
た
め
、
各
府
省
の

施
策
の
実
行
を
後
押
し
し
、

省
庁
横
断
的
な
課
題
を
実
行

に
結
び
付
け
る
こ
と
を
趣
旨

と
す
る
新
た
な
専
門
調
査
会

で
あ
る
「
防
災
対
策
実
行
会

議
の
設
置
」、
及
び
、
防
災

関
係
機
関
に
お
け
る
防
災
訓

練
の
実
施
に
当
た
っ
て
の
基

本
方
針
を
示
す
と
と
も
に
、

平
成
25
年
度
に
政
府
に
お
い

て
実
施
す
る
訓
練
の
概
要
等

を
示
す
「
平
成
25
年
度
総
合

防
災
訓
練
大
綱
」
の
２
つ
の

案
件
に
つ
い
て
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、「
災
害
対
策
法
制

の
見
直
し
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
対
策
及
び
首
都
直
下
地
震
対
策
の
検
討
状

況
」
及
び
「
会
長
専
決
事
項
の
処
理
」
の
２
つ
の

案
件
に
つ
い
て
、
亀
岡
大
臣
政
務
官
か
ら
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
に
お
い
て
は
、
小
野
寺
防
衛
大
臣
か

ら
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
首
都
直
下
地
震
等

の
大
規
模
災
害
に
対
す
る
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
災

害
対
処
能
力
の
向
上
に
向
け
た
取
組
へ
の
意
気
込

み
に
つ
い
て
発
言
が
あ
っ
た
ほ
か
、
全
国
知
事
会

危
機
管
理
・
防
災
特
別
委
員
長
の
泉
田
委
員
か
ら
、

複
合
災
害
時
に
お
け
る
国
の
体
制
の
一
元
化
に
つ

い
て
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
の
決
定
及
び
報
告
後
、菅
官
房
長
官
か
ら
、

今
回
設
置
が
決
定
さ
れ
、
官
房
長
官
が
座
長
を
務

め
る
こ
と
に
な
っ
た
「
防
災
対
策
実
行
会
議
」
に

つ
い
て
、安
倍
政
権
と
し
て
防
災
対
策
を
「
検
討
」

か
ら
「
実
行
」
へ
と
進
め
る
た
め
の
エ
ン
ジ
ン
と

も
い
う
べ
き
会
議
体
で
あ
り
、
関
係
省
庁
の
積
極

的
な
協
力
を
お
願
い
す
る
旨
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
最
後
に
、
総
理
か
ら
、
更
な
る
防
災
・
減
災

対
策
の
充
実
・
強
化
に
向
け
、
防
災
担
当
大
臣
を

中
心
に
、政
府
横
断
的
に
精
力
的
な
検
討
を
行
い
、

防
災
対
策
を
着
実
に
進
め
る
よ
う
指
示
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
古
屋
大
臣
は
、
災
害
対
策

の
一
層
の
充
実
に
努
め
て
い
く
旨
決
意
を
述
べ
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ク
セ
ス

第
32
回
中
央
防
災
会
議
（
議
事
次
第
及
び
資
料
）
に
つ
い
て

http://w
w
w
.bousai.go.jp/kaigirep/chuobou/32/

index.htm
l
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中央防災会議
第 32 回 中央防災会議開催

安倍内閣総理大臣出席のもと開催された第 32 回中央防災会議の様子
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こ
の
防
災
グ
ロ
ー
バ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
会
合
（
以
下
、
防
災
Ｇ
Ｐ
会
合
）
は
、

国
連
防
災
戦
略
事
務
局
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
）
が
主

催
す
る
国
際
会
議
で
、
世
界
の
防
災
関
係
者
が
一

堂
に
会
し
、
国
際
的
な
防
災
の
指
針
で
あ
る
「
兵

庫
行
動
枠
組
２
０
０
５

−

２
０
１
５
」
の
推
進
状

況
を
点
検
・
評
価
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
る
も
の

で
す
。
２
０
０
７
年
か
ら
２
年
毎
に
開
催
さ
れ

て
お
り
、
４
回
目
と
な
る
今
回
は
、「
明
日
の
安

全
の
た
め
の
今
日
の
投
資
～Resilient People, 

Resilient Planet

～
」
が
テ
ー
マ
と
な

り
ま
し
た
。

会
合
に
は
閣
僚
級
な
ど
を
含
む
１
７

２
ヵ
国
の
政
府
機
関
、
国
連
機
関
代
表
の

他
、
地
方
自
治
体
、
民
間
企
業
、
専
門
家
・

学
術
研
究
者
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
か
ら
、
前
回

を
上
回
る
３
５
０
０
名
以
上
が
参
加
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
防
災
に
対
す
る
国
際

的
な
関
心
の
高
ま
り
を
強
く
印
象
付
け

る
も
の
で
し
た
。

日
本
か
ら
は
、
亀
岡
内
閣
府
大
臣
政

務
官
が
政
府
代
表
と
し
て
出
席
し
た
ほ

か
、
防
災
関
係
機
関
や
学
者
等
の
専
門
家

が
多
数
参
加
し
ま
し
た
。
亀
岡
政
務
官

は
、
各
国
政
府
の
代
表
者
が
登
壇
す
る
政

府
公
式
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
の
場
で
、
東
日

本
大
震
災
以
降
の
日
本
の
防
災
の
取
組

等
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
最

終
日
の
閉

会
式
で
は
、

２
０
１
５

年
に
日
本

で
開
催
さ
れ
る
「
第

３
回
国
連
防
災
世

界
会
議
」
に
つ
い

て
、
日
本
政
府
が

開
催
都
市
を
宮
城

県
仙
台
市
に
決
定

し
た
こ
と
を
国
際

社
会
に
向
け
て
発

表
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
亀
岡

政
務
官
は
、
防
災
Ｇ
Ｐ
会
合
の
会
場
内
で
内
閣
府

と
国
際
復
興
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（
Ｉ
Ｒ
Ｐ
）

が
開
催
し
た
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
「
巨
大
災
害
か
ら

の
復
興
の
教
訓
」
等
に
も
参
加
し
、
日
本
が
過
去

の
災
害
か
ら
得
た
多
く
の
教
訓
・
防
災
技
術
・
ノ

ウ
ハ
ウ
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
、
今
後
も
防
災

分
野
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。
こ
の
他
、
同
会
議
に
参
加
し
て
い
た
Ｕ
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
特
別
代
表
及
び
仙
台
市
長
と
の
共
同
会

談
の
ほ
か
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
モ
ル
ジ
ブ
、

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
防
災
担
当
大
臣
等
と
の
個
別
会

談
も
精
力
的
に
行
い
ま
し
た
。

防
災
Ｇ
Ｐ
会
合
は
、
最
終
日
に
「
２
０
１
５
年

以
降
の
新
た
な
行
動
枠
組
み
は
、
現
行
の
兵
庫
行

動
枠
組
に
加
え
て
、
将
来
増
大
す
る
災
害
リ
ス
ク

に
も
対
応
で
き
る
内
容
と
す
る
こ
と
が
重
要
」
等

と
す
る
議
長
総
括
を
採
択
し
て
、
大
成
功
の
う
ち

に
閉
幕
し
ま
し
た
。
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本会議場の様子

UNISDR 特別代表及び仙台市長との共同会談

第 4 回防災グローバル・
プラットフォーム会合が
ジュネーブで開催
2013 年 5 月 21 日から 23 日にかけて、「第 4回防災グローバル・プラットフォーム会合」が
スイス・ジュネーブにて開催されました。

公式ステートメントで発言する亀岡政務官
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
者
・
有
識
者
等
が
集

ま
り
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
環
境

整
備
に
向
け
て
意
見
交
換
を
行
う
「
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
検
討
会
」
を
、
平
成
25
年
３
月
20
日

に
有
明
の
丘
基
幹
的
広
域
防
災
拠
点
施
設
に
て
開

催
し
ま
し
た
。
本
検
討
会
は
平
成
16
年
度
よ
り
継

続
的
に
実
施
し
て
お
り
、
今
回
で
通
算
17
回
目
に

な
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
発
災
か
ら
２
年
以
上
が
た
ち

ま
し
た
が
、
ま
だ
被
災
地
で
は
多
く
の
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
状
況
で
す
。
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
支
援
活
動
を
継
続
し
て
い
る
中
で
、
担
い
手

の
不
足
や
資
金
面
で
の
問
題
な
ど
、
活
動
の
継
続

と
い
う
点
で
の
課
題
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
支
援
の
内
容
も
多
様

化
し
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
違
う
主
体
同
士
が
連
携
し

て
活
動
す
る
事
例
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
動

き
が
、
今
後
の
活
動
の
継
続
、
さ
ら
に
は
次
の
災

害
へ
の
備
え
に
繋
が
る
の
で
は
と
考
え
、
今
回
の

検
討
会
で
は
「
多
様
な
主
体
の
連
携
」、
と
い
う

こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
関
西
学
院
大
学
総
合
政

策
学
部
教
授
の
室
﨑
益
輝
氏
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

に
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
所

長
の
山
崎
美
貴
子
氏
を
お
迎
え
し
、
40
名
近
く
の

検
討
会
メ
ン
バ
ー
で
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
支
援
活
動
の
状

況
や
、
平
時
か
ら
の
地
域
で
の
取
組
な
ど
の
事
例

を
共
有
し
、
様
々
な
視
点
か
ら
「
多
様
な
主
体
の

連
携
」
に
お
け
る
課
題
や
求
め
ら
れ
る
環
境
整
備

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

午
前
中
の
全
体
会
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
中

央
共
同
募
金
会
企
画
広
報
部
長
の
阿
部
陽
一
郎
氏

か
ら
「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
多
様
な
主
体
の

取
組
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
そ
の
後
、
社
団
法

人
中
越
防
災
安
全
推
進
機
構 

地
域
防
災
力
セ
ン

タ
ー
の
河
内
毅
氏
か
ら
「
平
時
か
ら
の
地
域
で
の

取
組
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
話
題
提
供
を
い
た
だ

き
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

午
後
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
み
え
防
災
市
民
会
議
議
長
の
山

本
康
史
氏
、
関
西
学

院
大
学
災
害
復
興
制

度
研
究
所
特
任
准
教

授
の
松
田
曜
子
氏
に

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

に
な
っ
て
い
た
だ

き
、
午
前
中
の
全
体

会
の
内
容
を
さ
ら
に

深
掘
り
し
、
今
後
の

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
継
続
と
多
様

な
主
体
の
連
携
の
実

践
に
つ
い
て
討
議
し

ま
し
た
。

今
後
も
検
討
会

な
ど
を
通
じ
て
多
く

の
皆
様
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
環
境
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
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平成 24 年度第 2 回
「防災ボランティア活動検討会」を
開催しました

「防災ボランティア活動検討会」の様子
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平
成
25
年
３
月
１
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
、
北
海

道
に
お
い
て
、
急
速
に
発
達
し
た
低
気
圧
に
よ
る
暴

風
雪
が
発
生
し
、
吹
き
溜
ま
り
で
立
ち
往
生
し
た
車

内
で
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
よ
り
家
族
４
名
が
亡
く
な

る
な
ど
、
北
海
道
全
体
で
９
名
の
方
が
亡
く
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
国
道
の
44
区
間
が
通
行
止
め
に
、
鉄

道
で
は
３
６
０
本
が
運
休
に
な
る
な
ど
、
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

例
年
、
北
海
道
内
の
各
地
で
は
、
暴
風
雪
に
よ
り

交
通
渋
滞
等
が
発
生
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
死
者

が
出
る
ほ
ど
の
甚
大
な
被
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

そ
の
た
め
、
３
月
３
日
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）
に
対
し
、
①
被

害
状
況
の
確
認
、
危
険
箇
所
の
把
握
を
迅
速
に
実
施

す
る
こ
と
、
②
除
排
雪
を
徹
底
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
確
保
、
交
通
網
の
復
旧
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
、

③
住
民
へ
の
的
確
な
情
報
提
供
に
努
め
る
こ
と
、
を

指
示
す
る
と
と
も
に
、
３
月
４
日
に
は
、「
大
雪
対
策

に
関
す
る
閣
僚
会
議
」
を
開
催
し
、
内
閣
総
理
大
臣

か
ら
関
係
閣
僚
に
対
し
て
上
記
①
の
指
示
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
、
事
後
の
気
象
状
況
の
見
通
し
や
被
害
・

対
応
状
況
等
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
行
い
、
対
応
に

万
全
を
期
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
４
日
か
ら
５
日
に
は
、
内
閣
府
大
臣

政
務
官
及
び
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
を
は
じ
め
と
す

る
政
府
調
査
団
を
、
３
月
26
日
か
ら
27
日
に
は
、
関

係
省
庁
担
当
者
を
現
地
に
派
遣
し
調
査
を
行
い
ま
し

た
。今

回
の
現
地
調
査
を
踏
ま
え
、「
何
が
で
き
て
い
れ

ば
犠
牲
者
を
出
さ
ず
に
済
ん
だ
か
」
と
い
う
観
点
か

ら
検
討
し
、
日
頃
か
ら
暴
風
雪
へ
の
対
処
方
法
を
住

民
へ
十
分
に
周
知
す
る
こ
と
、
暴
風
雪
の
際
の
予
警

報
を
住
民
に
分
か
り
や
す
く
、
迅
速
か
つ
確
実
に
伝

達
す
る
こ
と
な
ど
が
重
要
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
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「防災ボランティア活動検討会」の様子

国内災害

昨
冬
の
北
海
道
に
お
け
る�

暴
風
雪
に
つ
い
て

災害報告
Disaster Report

中標津町役場における意見交換会

被害現場で状況説明を受ける亀岡政務官（右から 5 人目）ほか政府調査団



ぼ う さ い      夏 号  （第 71 号）

兵
庫
県
西
宮
市
は
大
阪
湾
の
奥
ま
っ

た
と
こ
ろ
に
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
は
、

地
震
に
伴
う
津
波
に
よ
る
被
害
は
少
な

い
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

23
年
の
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て

昨
年
８
月
に
内
閣
府
か
ら
発
表
さ
れ
た

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
想
定
は
、
本

市
に
も
５
ｍ
の
津
波
が
到
達
す
る
と
い

う
も
の
で
し
た
。

本
市
で
は
こ
の
想
定
を
踏
ま
え
、
浸

水
が
予
想
さ
れ
る
区
域
に
お
住
ま
い
の

約
21
万
人
の
市
民
を
対
象
と
し
た
、
地

震
の
発
生
か
ら
津
波
が
来
る
ま
で
の
一

連
の
流
れ
を
体
験
す
る
、
市
民
参
加
型

の
実
践
的
な
津
波
避
難
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

災
害
発
生
時
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
そ
の
状
況
に
応
じ
て
判
断
し
、
行

動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
避
難
訓
練
は
、
大
規
模
災
害
の

原
則
で
あ
る
、「
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
」
と
い
う
考
え
と
、
地
域
み
ん
な
で

助
け
合
っ
て
避
難
す
る
と
い
う
こ
と
を

各
自
が
考
え
、
確
認
し
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
判
断
・
行
動
で
き
る
こ
と
を
目

的
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

訓
練
は
、
実
際
の
災
害
と
同
じ
よ
う

に
、
緊
急
情
報
の
伝
達
と
し
て
、
市
内

全
域
の
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
（
１
４
２
基
）

や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

か
ら
地
震
発
生
と
大
津
波
警
報
を
放
送

し
、
参
加
者
は
、
自
宅
や
今
い
る
そ
の

場
で
地
震
の
揺
れ
か
ら
身
を
守
る
訓
練

＝
「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
」（「
姿
勢

を
低
く
！
」、「
体
・
頭
を
守
っ
て
！
」、「
揺

れ
が
収
ま
る
ま
で
待
つ
！
」
と
い
う
行

動
を
と
る
）を
行
い（
写
真
①
）、そ
の
後
、

各
自
で
判
断
し
て
、
近
く
の
津
波
避
難

ビ
ル
（
平
成
24
年
８
月
現
在
で
市
内
に

３
６
０
棟
）
に
避
難
す
る
訓
練
と
、
津

波
に
よ
る
浸
水
の
恐
れ
が
低
い
地
域
ま

で
避
難
す
る
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
（
写

真
②
）。

津
波
避
難
ビ
ル
へ
の
避
難
で
は
、
地

震
に
よ
る
ビ
ル
の
倒
壊
・
火
災
・
定
員

オ
ー
バ
ー
な
ど
を
想
定
し
、
こ
の
訓
練

に
併
せ
て
全
戸
配
布
し
た
「
津
波
避
難

ビ
ル
マ
ッ
プ
」
に
あ
る
複
数
箇
所
の
避

難
ビ
ル
を
確
認
し
ま
し
た
（
写
真
③
）。

ま
た
、
津
波
に
よ
る
浸
水
の
恐
れ
が

低
い
地
域
へ
の
避
難
訓
練
で
は
、
設
定

し
た
６
箇
所
の
ゴ
ー
ル
地
点
を
目
指
し

16

特集

『にしのみや津波ひなん訓練』
   の実施

平
成
25
年
１
月
27
日
、
兵
庫
県
西
宮
市
が
主
催
す
る
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
を
想
定
し
た
「
に
し
の
み
や
津
波
ひ
な
ん
訓
練
」
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
関
係
機
関
、
各
種
団
体
、
企
業
等
の
参
加
・
協
力
に
加
え
、
数
万

人
規
模
の
一
般
市
民
も
参
加
し
た
大
規
模
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

①様々な場所で、総勢１万 1400 人が参加した
「シェイクアウト訓練」
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て
避
難
し
た
う
え
で
、
各
地
点
で
の
防

災
講
演
会
、
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
の
防

災
・
減
災
イ
ベ
ン
ト
を
体
験
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
（
写
真
④
）。

さ
ら
に
、
津
波
避
難
ビ
ル
に
指
定
さ

れ
て
い
る
病
院
・
福
祉
施
設
で
は
、
避

難
者
受
入
れ
訓
練
に
加
え
、
避
難
者
と

施
設
側
の
ス
タ
ッ
フ
が
協
力
し
て
施
設

利
用
者
な
ど
を
上
階
に
避
難
さ
せ
る
利

用
者
搬
送
訓
練
も
行
い
ま
し
た
（
写
真

⑤
）。訓

練
中
は
、
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
と
防

災
サ
イ
レ
ン
を
連
続
し
て
鳴
動
さ
せ
ま

し
た
。
災
害
時
に
放
送
さ
れ
る
内
容
、

音
量
、
音
が
聞
こ
え
る
範
囲
を
体
験
す

る
こ
と
で
、
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
や
防
災

サ
イ
レ
ン
が
災
害
時
の
情
報
手
段
の
一

つ
で
あ
る
と
参
加
者
に
認
識
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
今
回
の
訓
練
に
際
し
て

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
内
の
駅

や
商
業
施
設
等
で
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ

シ
案
内
、
新
聞
等
メ
デ
ィ
ア
で
の
紹
介

な
ど
、
様
々
な
方
法
で
参
加
を
呼
び
か

け
た
と
こ
ろ
、
訓
練
全
体
で
の
参
加
者

数
は
、
延
べ
４
万
６
３
０
０
人
に
の
ぼ

り
ま
し
た
。
多
く
の
市
民
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
各
ゴ
ー

ル
地
点
は
大
混
雑
と
な
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
は
整
然
と
避
難
し
、
訓
練
に
よ

る
怪
我
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
等
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
市
民
に
防
災
訓
練

を
呼
び
か
け
て
も
、
高
齢
者
の
参
加
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
今
回
は
、
家
族

連
れ
の
姿
が
目
立
ち
、
こ
れ
ま
で
少
な

か
っ
た
年
齢
層
の
方
の
参
加
も
数
多
く

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

訓
練
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
災
害
は
他
人
事
で
は
な
い
こ
と
が

分
か
っ
た
」、「
津
波
避
難
ビ
ル
の
場
所

や
入
口
が
分
か
っ
た
」、「
災
害
が
起
こ
っ

た
時
に
助
け
合
え
る
よ
う
な
近
所
づ
き

あ
い
を
始
め
た
い
」
等
、
災
害
へ
の
備

え
に
つ
い
て
気
づ
い
て
い
た
だ
け
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
市
の
組
織
全
体
で

実
施
し
、
多
く
の
職
員
も
訓
練
の
ア
ン

ケ
ー
ト
回
収
や
安
全
管
理
な
ど
進
行
補

助
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
実
災
害
に

お
い
て
も
職
員
一
丸
と
な
っ
て
市
民
の

生
命
・
身
体
を
守
る
と
い
う
意
識
を
再

確
認
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
数
か
ら
、
各

避
難
ビ
ル
を
利
用
す
る
避
難
者
数
の
推

計
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
大
規
模
訓
練
を
実
施
し

た
こ
と
で
、
季
節
・
時
間
・
曜
日
に
よ

る
状
況
の
違
い
、
災
害
時
要
援
護
者
へ

の
対
応
、
ま
た
県
、
近
隣
都
市
を
含
め

た
広
域
避
難
な
ど
、
次
回
以
降
取
り
組

む
べ
き
課
題
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
訓
練
の
検
証
を
進
め
、
地
域
ご

と
の
望
ま
し
い
避
難
行
動
や
、
防
災
施

策
を
検
討
す
る
う
え
で
の
基
礎
資
料
と

し
て
い
き
ま
す
。

（
執
筆
・
写
真
提
供　

西
宮
市
防
災
危
機
管
理
局

防
災
総
括
室　

災
害
対
策
課
）
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②津波による浸水の恐れが低い地域への避難訓練

③津波避難ビルへの避難訓練

④訓練ゴール地点の防災・減災イベント

⑤病院・福祉施設における利用者搬送訓練
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防災グッズに関しては、地域の自治体などが発行している、防災マニュアルや防災マップなどに紹介されて
いるので、一度は目にしたことがあるのではないでしょうか。2011 年 3月 11 日の東日本大震災以降は、防
災意識も上がって、以前に比べると「防災グッズ」をすでにそろえたという人が、かなり増えたといわれてい
ます。
一方で、まず何から用意すればいいのか分からないという方がいるのも事実です。そこで今回はすぐに用意

ができて、かつ災害時にさまざまな用途に使える防災グッズを紹介したいと思います。

イラスト　ⓒ文平銀座＋ NPO 法人プラス・アーツ

NPO 法人プラス・アーツ　www.plus-arts.net
教育／まちづくり／防災／福祉／環境／国際協力といった社会の既
存の分野に対して、アート的な発想やアーティストの既成概念にと
らわれない創造力を導入し、それぞれの分野が抱えている課題や問
題を解消し、再活性化させることを活動目的に掲げる。 

新聞紙の活用方法

大判ハンカチの活用方法

ポリ袋の活用方法

家の中の収納スペースや持ち運びする際の避難
リュックなど、限られたスペースや容量の中で、一
つの「防災グッズ」で災害時のさまざまなトラブル
をクリアできれば、とても助かります。そこで、ぜ
ひ用意してもらいたいのが「新聞紙」「ポリ袋」「大
判ハンカチ」の３点です。

「新聞紙」は、骨折の応急手当
の副木の代わりや、大量の食器が
必要になった際の紙食器の材料と
して活用できます。また、被災地
で寒さを和らげるために、服の中
に丸めて入れるという技を活用す

る場合にも活躍します。

「ポリ袋」も止血の応急手当を
する際、直接血に触れないよう手
の保護用に使ったり、水道がス
トップした被災地では、新聞紙の
紙食器にかぶせたり、調理をする
際などに活用できます。少し大き

めの「ポリ袋」であれば、水を運ぶ際に、汚れたバ
ケツや段ボール箱にかぶせて水を入れる容器を作る

こともできます。大きめの「ポリ袋」は加工すれば
雨をしのぐポンチョ代わりになります。

「大判ハンカチ」は、崩れた家の
ほこりが舞う被災地で、マスク代わ
りになったり、止血や骨折の際に、
応急手当ての包帯代わりにもなりま
す。
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できることから始めよう！ 
防災対策
多機能防災グッズの勧め

第 1 回 　防災グッズを備える
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Q地
震
の
大
き
な
揺
れ
で
ケ

ガ
を
し
な
い
た
め
に
、

室
内
の
安
全
対
策
は
大

切
。
こ
の
こ
と
を
理
解
は
し
て
い
て

も
、
お
部
屋
の
雰
囲
気
を
損
ね
て
し

ま
う
こ
と
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る

人
も
い
ま
す
。
我
慢
や
、
無
理
を
す
る
と
長
く
は
続
き

ま
せ
ん
か
ら
、
毎
日
目
に
す
る
も
の
で
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
お
勧
め
す
る
の
が
イ
ン
テ
リ
ア
を
楽
し
み

な
が
ら
安
全
性
を
高
め
る
方
法
で
す
。

た
と
え
ば
、
家
族
の
写
真
を
飾
る
の
が
好
き
な
方
は
、

ガ
ラ
ス
や
銀
製
と
い
っ
た
重
い
フ
レ
ー
ム
か
ら
、
軽
く

て
壊
れ
な
い
布
や
革
製
に
変
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。
フ
レ
ー
ム
だ
け
で
な
く
ガ
ラ
ス
板
も
ア
ク
リ

ル
シ
ー
ト
に
変
え
れ
ば
床
に
落
ち
て
も
飛
散
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
照
明
は
、
地
震
を
考
え
れ
ば
直
付
け

タ
イ
プ
が
お
勧
め
で
す
が
、
吊
り
下
げ
照
明
が
お
好
み

の
方
は
、
カ
バ
ー
が
和
紙
や
シ
リ
コ
ン
素
材
の
素
敵
な

デ
ザ
イ
ン
の
も
の
を
選
ば
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

他
に
も
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
バ
ー
を
レ
ー
ス
に
、
掛
け

時
計
は
針
と
数
字
を
直
接
壁
に
貼
る
シ
ン
プ
ル
で
ス
タ

イ
リ
ッ
シ
ュ
な
タ
イ
プ

に
、
壁
が
寂
し
い
と
き

は
額
縁
で
は
な
く
、

ウ
ォ
ー
ル
シ
ー
ル
（
イ

ン
テ
リ
ア
用
の
シ
ー

ル
）
で
華
や
か
に
す
る

な
ど
、
商
品
を
選
ぶ
際

に
素
材
を
意
識
し
ま

し
ょ
う
。
軽
く
て
、
床

に
落
ち
て
も
鋭
利
に
割

れ
な
い
、
飛
び
散
ら
な

い
素
材
に
代
え
る
だ
け

で
、
安
全
性
が
ぐ
っ
と

高
ま
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
素
材
は

案
外
様
々
な
お
店
で
発

見
で
き
て
、
見
て
い
て
な
か
な
か
楽
し
い
も
の
で
す
。

心
地
よ
い
暮
ら
し
の
た
め
に
、
気
負
わ
ず
楽
し
み
な
が

ら
防
災
を
取
り
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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もし、一日前に戻れたら…

前もって避難の方向を決めていた 
～山崩れに迷わず避難、命助かる～
� （宇部市　40代　男性）
あるお宅の話なのですが、ご夫婦でお住まいで、お
昼ごろお膳にご飯とおかずを並べて、「さあ、ご飯食
べよう」って言っていたら、山の方で音がしたんです
ね、ゴーンゴゴーって。「あれ？何でなんだろう？」
と思って見たら、まさに山が崩れてきていて、土石流
がダーッと押し寄せてきていたのです。
で、「こりゃいけん」と思って、ご主人はステテコ
とランニング一枚だったんですけど、パッとシャツを
つかんで、奥さんと一緒に道の無い裏山に逃げ込んだ

んですよ。「何でそっちに逃げたんですか」って聞い
たら、「家を建てた時に、何かあったらどこに逃げる
か？ひとつは裏山もあるな」とご夫婦で話し合ってい
たとのこと。
道ばたに車を置いていましたが、そこは土石流の流
れる方向にありました。もし道の方に逃げていたら、
絶対命はなかったと思いますよ。
今自分がどんなところに住んでいて、どういう危険
性があるのか、過去に地域でどんなことがあったのか
などをそれぞれが学んでおけば、そのために何を備え
るか、どこに逃げるのかを具体的に考えていくことが
できますよね。大切なのは、具体的に考えるというこ
とと自分の身は自分で守るという姿勢だと思います。

シリーズ

被災者の実体験を聞く事ができる『一日前プロジェクト』は下記HPでも見ることが出来ます。家庭はもちろん、地域や職場等、
さまざまな話が掲載されていますので、企業の「社内報」や地域での「広報」に幅広く活用してください。

http://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/ichinitimae/index.html

防災対策をやりすぎると
お部屋のイメージが

変わるようで
不安です。

防
災 

Q
&
A

危
機
管
理
教
育
研
究
所
　
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

国
崎
　
信
江
（
く
に
ざ
き
・
の
ぶ
え
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
て
自
然
災
害
か
ら
子
ど
も
を
守

る
た
め
の
研
究
を
始
め
る
。
防
災
・
防
犯
関
連
の
著
作
、
講
演
の
ほ
か
、
内
閣
府
・
文

部
科
学
省
な
ど
多
く
の
防
災
関
連
の
専
門
委
員
も
務
め
て
い
る
。

A

「一日前プロジェクト」　第 26回

平成 21 年 7月中国・九州北部豪雨（平成 21 年 7月）

イラスト：井塚 剛

インテリアの楽しみと
安全性を両立させる方法は
素材が決めてです。
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昭
和
20
年
７
月
19
日
、
Ｂ
29
爆
撃
機
１
２
７

機
に
よ
る
福
井
空
襲
は
激
烈
で
、
福
井
市

の
市
街
地
の
95
％
を
焼
失
し
、死
者
１
５
７
６
人
、

罹
災
世
帯
８
万
５
６
０
３
人
、
罹
災
人
口
率
は

93
・
２
％
で
全
国
２
位
の
高
さ
で
あ
っ
た
。
し
か

し
戦
災
か
ら
の
回
復
は
目
覚
ま
し
か
っ
た
。

昭
和
23
年
６
月
28
日
午
後
５
時
13
分
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
１
の
地
震
が
福
井
平
野
を
震
源
と

し
て
発
生
し
た
。
地
震
動
は
強
烈
で
、
復
興
途
上

に
あ
っ
た
福
井
市
で
も
全
壊
率
80
％
を
超
え
る
地

区
が
あ
っ
た
ほ
か
、
震
源
近
傍
で
は
住
家
の
全
壊

率
１
０
０
％
の
農
村
集
落
が
多
数
出
現
し
た
。

福
井
平
野
は
、
九
頭
竜
川
・
日
野
川
･
足
羽

川
等
の
河
川
に
運
ば
れ
た
土
砂
が
堆
積
し
た
沈
降

性
の
沖
積
平
野
で
、
東
高
西
低
・
南
高
北
低
で
南

北
に
細
長
い
。
都
市
直
下
型
地
震
で
は
活
断
層
の

存
在
と
そ
の
活
動
度
は
重
要
な
情
報
で
あ
る
が
、

厚
い
堆
積
層
に
阻
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
福

井
地
震
は
陸
域
の
浅
い
活
断
層
地
震
の
典
型
で
、

断
層
は
左
横
ず
れ
断
層
と
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、

地
表
で
断
層
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
地
震

で
は
、
平
野
東
部
を
中
心
に
地
割
れ
な
ど
の
地
変

が
発
生
し
、
２
本
の
深
部
断
層
の
存
在
が
推
定
さ

れ
た
ほ
か
、
最
大
２
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
変
位
が
計

測
さ
れ
、
活
断
層
研
究
会
は
〝
福
井
地
震
断
層
〟

と 

〝
福
井
東
側
地
震
断
層
〟
を
地
震
断
層
と
し
て

そ
の
位
置
を
推
定
し
て
い
る
。

福
井
地
震
に
は
前
震
と
思
わ
れ
る
記
録
が
残
さ

れ
て
い
る
が
定
か
で
は
な
い
。
本
震
後
の
余
震
は

多
く
、
１
年
間
に
９
８
３
個
が
観
測
さ
れ
、
日
本

で
初
め
て
地
震
計
に
よ
る
余
震
観
測
が
組
織
的
に

行
わ
れ
た
。
福
井
地
震
の
断
層
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と

震
源
過
程
に
つ
い
て
は
、
異
な
る
研
究
者
に
よ
る

４
研
究
で
、
走
向
Ｎ
10°
～
20°
Ｗ
の
左
横
ず
れ
が
卓

越
し
た
断
層
と
し
て
、
概
ね
一
致
し
た
見
解
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
近
年
の
微
小
地
震
観
測

デ
ー
タ
と
活
断
層
の
分
布
か
ら
の
解
析
で
は
、
福

井
平
野
周
辺
で
は
東
南
東

−

西
北
西
に
圧
縮
軸
を

も
つ
横
ず
れ
断
層
が
卓
越
し
て
い
る
こ
と
、
し
た

が
っ
て
南
北
走
向
の
断
層
面
で
は
、
左
横
ず
れ
型

で
や
や
逆
断
層
成
分
を
も
つ
断
層
と
な
る
と
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

近
年
の
常
時
微
動
観
測
に
よ
る
と
、
福
井
平
野

の
沖
積
層
は
大
部
分
で
１
５
０
ｍ
以
上
、
東
寄
り

の
最
深
部
で
は
２
５
０
ｍ
の
厚
さ
で
、
常
時
微
動

に
は
０
・
６
秒
と
１
・
１
秒
付
近
に
明
瞭
な
卓
越

周
期
（
飛
び
ぬ
け
て
多
い
振
動
の
周
期
）
の
存
在

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
木
造
家
屋
の
全
壊
率
80
％

以
上
の
範
囲
と
卓
越
周
期
１
・
６
秒
以
上
の
範
囲

が
、
ま
た
全
壊
率
20
％
以
上
の
範
囲
と
卓
越
周
期

０
・
３
秒
以
上
の
範
囲
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
重
力
の
観
測
や
弾
性

波
探
査
か
ら
地
盤
構
造
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

福
井
平
野
に
は
南
北
方
向
に
２
～
３
㎞
の
深
さ
の

凹
地
構
造
の
存
在
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
凹
地
か
ら

基
盤
が
浅
く
な
る
境
界
付
近
に
断
層
が
対
応
し
て

い
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。

戦
後
の
混
乱
期
で
あ
り
な
が
ら
、
福
井
地
震
は

詳
細
な
調
査
報
告
書
が
多
く
存
在
し
て
い
る
が
、

震
源
近
傍
の
強
震
記
録
は
な
い
。
被
害
実
態
か
ら

の
推
定
調
査
で
は
、
合
震
度
０
・
６
以
上
、
最
大

速
度
１
２
０
㎝
／
秒
と
い
う
強
い
地
震
動
の
領
域

が
見
ら
れ
、
全
壊
率
１
０
０
％
の
地
域
で
は
合
震

20

1948 年 6 月

福井地震
過
去
の

災
害
に

学
ぶ
37

戦
後
復
興
途
上
の
市
街
地
を
襲
っ
た
福
井
地
震
は
、
内
陸
の
活
断
層
に
よ
る
都
市
直
下
型
地
震
で
あ
っ
た
。

近
代
的
な
地
震
防
災
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
る
契
機
と
な
っ
た
こ
の
地
震
を
２
回
に
わ
た
り
紹
介
す
る
。

今
号
で
は
、
多
数
の
家
屋
全
壊
や
犠
牲
者
を
生
じ
た
被
害
の
特
性
を
解
説
す
る
。

福
井
地
震
の
被
害
の
特
性

1948年 6月28日　地震発生で猛火に包まれた福井市内と
倒れかかった百貨店（大和デパート）〈中日新聞社　提供〉

そ
の

1
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度
０
・
７
程
度
、
最
大
速
度
２
０
０

㎝
／
秒
と
算
定
さ
れ
て
い
る
。

福
井
地
震
の
強
い
地
震
動
に
よ
る

住
家
の
全
壊
は
３
万
６
千
棟
を
超
え
、

直
後
か
ら
火
災
が
多
発
し
て
福
井
市

で
の
２
４
０
０
棟
余
を
含
む
４
１
０

０
棟
以
上
が
焼
失
し
、
映
画
館
で
の

観
客
を
含
め
死
者
は
３
８
０
０
人
以

上
に
及
ん
だ
（
表
1
）。

こ
の
地
震
で
家
屋
倒
壊
率
が
高
く

火
災
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
の
は
、
昭
和
20
年
７

月
19
日
の
空
襲
に
よ
る
被
災
後
の
簡
素
な
建
物
が

多
数
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
、と
い
わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
全
壊
率
１
０
０
％
の
農
村
集
落
等
は
空
襲

を
免
れ
た
本
建
築
で
あ
り
、
ま
た
、
当
時
の
市
街

地
写
真
や
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
被
災
直
後
の
建
物
調
査
（
表

２
）
か
ら
、
福
井
地
震
当
時
は
一
部
に
仮
設
住
宅

（
バ
ラ
ッ
ク
）
も
存
在
し
て
い
た
が
、
瓦
屋
根
の

恒
久
住
宅
へ
の
復
興
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
地
震
動
が
強
烈
で
あ
っ
た
た
め
に
倒

壊
率
が
高
く
な
っ
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
倒
壊
し

た
木
造
家
屋
が
街
路
を
塞
い
で
消
防
活
動
を
阻
害

し
、
当
時
の
低
い
消
防
力
と
断
水
に
よ
る
消
火
用

水
の
不
足
と
も
相
俟
っ
て
、
甚
大
な
被
害
を
生
じ

る
地
震
火
災
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

強
い
地
震
動
は
ま
た
、
鉄
道
、
道
路
、
河
川
堤

防
、
橋
梁
、
水
道
等
の
土
木
施
設
に
も
多
大
な
被

害
を
及
ぼ
し
、
被
災
地
の
中
央
を
東
西
に
流
下
す

る
九
頭
竜
川
で
は
全
て
の
橋
梁
が
被
災
し
、
被
災

地
は
九
頭
竜
川
の
北
部
と
南
部
に
分
断
さ
れ
た
。

最
大
3
・
5
m
も
堤
防
が
沈
下
し
た
結
果
、
１
ヶ

月
後
の
集
中
豪
雨
が
越
流
し
、
地
震
と
洪
水
の
複

合
災
害
と
な
っ
た
。

福
井
地
震
に
よ
る
建
物
の
震
動
被
害
が
、
軽
屋

根
の
家
屋
を
も
多
数
倒
壊
す
る
ほ
ど
の
状
況
を
も

た
ら
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
気
象
庁
は
「
家

屋
の
倒
壊
率
30
％
以
上
、
最
大
地
表
加
速
度
４
０

０
ガ
ル
以
上
」
を
「
震
度
７
（
激
震
）」
と
定
義
し
、

最
大
震
度
階
級
と
し
て
創
設
し
た
。
そ
の
震
度
７

が
始
め
て
適
用
さ
れ
た
の
が
、
47
年
後
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
（
１
９
９
５
年
）
で
あ
っ
た
。

震
災
か
ら
５
ヶ
月
後
に
震
源
地
近
傍
の
坂
井
郡

金
津
町
（
全
壊

全
焼
率
93
％
）

で
、
当
時
地
震

研
究
所
の
宮
村

攝
三
が
行
っ
た

被
災
世
帯
を
対

象
と
す
る
郵
送

ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
個
票
（
１

９
６
票
）
を
再

集
計
す
る
と
、

発
震
時
４
時
13

分
※
、
36
％
が

戸
外
に
い
た
、

40
％
が
屋
内
か

ら
戸
外
へ
避

難
、
19
％
が
屋

内
か
ら
逃
げ
出

せ
ず
、
６
％
が

逃
げ
な
か
っ
た

こ
と
な
ど
、
地
震
時
対
応
行
動
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
当
時
は
「
地
震
時
に
は
狼
狽
せ
ず
戸
外
へ
避

難
」
と
い
う
指
針
で
あ
っ
た
が
、
や
は
り
全
壊
・

全
焼
家
屋
で
死
者
が
発
生
し
て
い
た
。

※
当
時
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
統
治
下
で
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
が
実

施
さ
れ
て
お
り
、
日
本
時
間
で
は
午
後
４
時
13
分
で

あ
っ
た
。
夕
食
の
準
備
に
は
早
い
時
間
で
、
農
家
で

は
田
畑
で
農
作
業
し
て
い
た
も
の
が
多
く
、
多
く
の

農
家
が
倒
壊
し
た
が
死
者
の
発
生
は
少
な
か
っ
た
。

中
林
一
樹
（
明
治
大
学
大
学
院
政
治
経
済
学
研
究

科
（
危
機
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
）
特
任
教
授
）

表１　福井地震の被害概要
福井県 石川県 総　数

全壊家屋 33,482 2,702 36,184
半壊家屋 8,471 3,345 11,816
焼失家屋 4,162 0 4,162
死　　者 3,848 ― 3,848
資料：�「福井震災誌」（福井県 1949）、「理科年

表 2012」から筆者作成

表２　震災直前の市街地の建物状況と地震被害（1948 年 6月）
軽屋根（バラック） 重屋根（本建築） 合計
全数 全壊 全壊率 全数 全壊 全壊率 全数 全壊 全壊率

福井市 1,225 417 34% 402 240 60% 1,627 657 40%
森田町 146 70 47% 368 325 88% 516 395 75%
丸岡町 33 22 67% 600 547 91% 633 569 90%
金津町 37 28 49% 581 512 88% 638 540 85%
資料：�GHQ1949 “The Fukui Earthquake, Hokuriku Region, Japan 28 June 1948” から

筆者編集
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崩壊寸前の大和デパート（1948年 6月 30日）〈読売新聞社　提供〉
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根
知
小
学
校
は
、
全
校
児
童
約
30
名
、
教
職
員

約
10
名
の
学
校
で
複
式
教
育
（
複
数
学
年
で

１
ク
ラ
ス
を
編
成
）
を
行
っ
て
い
る
。
同
校

は
、
大
断
層
の
糸
魚
川
静
岡
構
造
線
な
ど
の
複
雑
で
多

様
性
に
富
ん
だ
地
質
を
有
す
る
「
糸
魚
川
ジ
オ
パ
ー
ク
」

内
に
あ
り
、
周
辺
は
古
く
か
ら
地
す
べ
り
や
土
石
流
等

の
地
質
災
害
や
雪
害
も
多
い
地
域
で
あ
る
。

根
知
小
学
校
は
、
２
０
１
１
年
度
に
初
め
て
防
災
教

育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
に
応
募
し
、
そ
れ
以
来
、「
ジ
オ

パ
ー
ク
」、「
防
災
教
育
」、「
地
域
」
の
３
つ
を
関
連
づ

け
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
１
年
目
に
は
、
児
童
た
ち

が
防
災
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
「
防
災
宿
泊
体
験
学
習
」
な
ど
、
ア
イ
デ
ア

溢
れ
る
活
動
で
（
平
成
23
年
冬
号 

№
65
参
照
）、
防
災

教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
「
防
災
教
育
特
別
賞
」
を
受

賞
し
た
。

翌
２
０
１
２
年
度
は
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
学
校

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ヒ
ー
ロ
ー
「
防
災
戦
隊
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
が
登
場
。
こ
れ
は
、
全
教
職
員
が
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
ャ
ー
」
に
扮
し
、
レ
ッ
ド
（
火
災
）、
ブ
ル
ー
（
風

水
害
）、グ
リ
ー
ン
（
地
震
）、ホ
ワ
イ
ト
（
雪
害
）
な
ど
、

各
々
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
児
童
た
ち
に

与
え
る
と
い
う
も
の
だ
。

「『
一
人
ひ
と
つ
以
上
の
研
究
に
取
り
組
む
』
と
い
う

教
職
員
の
校
内
研
修
と
防
災
教
育
を
包
括
し
て
実
践
で

き
る
こ
と
、
ま
た
、
児
童
も
教
職
員
も
防
災
に
取
り
組

み
や
す
く
な
る
よ
う
に
〝
楽
し
む
〟
要
素
を
盛
り
込
む

こ
と
を
考
え
ま
し
た
」
と
根
知
小
学
校
教
頭
の
宮
川
高

広
さ
ん
は
ユ
ニ
ー
ク
な
ヒ
ー
ロ
ー
誕
生
の
経
緯
を
語
っ

て
く
れ
た
。

月
２
回
出
さ
れ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
小
学
生
に
は
若

干
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
だ
が
、「
回
答
で
き
た
と
き
の

達
成
感
や
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
す
る
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
感
が

児
童
の
や
る
気
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
宮
川
さ
ん
は
話

す
。
ま
た
、
難
し
い
問
題
は
家
族
と
一
緒
に
解
く
こ
と

で
、
地
域
の
防
災
知
識
普
及
に
つ
な
げ
た
い
考
え
も
あ

る
の
だ
と
い
う
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
正
解
す
る
と
防
災
カ
ー
ド
が
１
枚
も

ら
え
、
た
く
さ
ん
集
め
る
と
対
戦
ゲ
ー
ム
も
楽
し
め
る
。

ま
た
、
地
域
を
学
ぶ
「
糸
魚
川
ジ
オ
パ
ー
ク
検
定
」（
糸

魚
川
ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会
主
催
）
に
合
格
す
る
と
、カ
ー

ド
が
複
数
枚
も
ら
え
る
と
い
う
特
典
が
あ
る
。

22

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
の
輪

ア
イ
デ
ア
と
行
動
力
の
防
災
教
育

「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
い
う
豊
か
な
自
然
環
境
に
囲
ま
れ
た
新
潟
県
糸
魚
川
市
立
根
知
小
学
校
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
こ
ら
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
地
域
一
体
の
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

第 15回

根知小学校 2012 年度の防災教育活動。（写真左上から時計回り）夏の防災宿泊体験中に地域に手作りの「安否札」
を配布、運動会での避難訓練、バケツリレー、水をかける消火訓練をかねた運動会競技
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学
校
が
地
域
防
災
を
牽
引
す
る

児
童
向
け
の
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
防
災
に
も

積
極
的
に
関
わ
っ
て
き
た
根
知
小
学
校
で
は
、
周
辺
世

帯
へ
の
手
作
り
の
「
安
否
札
」
配
布
や
、
地
域
住
民
が

参
観
に
訪
れ
る
運
動
会
で
、
事
前
通
知
を
し
な
い
「
サ

プ
ラ
イ
ズ
避
難
訓
練
」
も
実
施
し
た
。

緊
急
地
震
速
報
を
受
信
、
地
震
で
火
災
も
発
生
し
た

と
し
て
、
児
童
と
地
域
住
民
が
一
緒
に
避
難
行
動
や
バ

ケ
ツ
リ
レ
ー
、
消
火
訓
練
を
行
っ
た
「
サ
プ
ラ
イ
ズ
避

難
訓
練
」
は
、「
役
立
つ
体
験
が
で
き
た
」
と

参
加
者
に
大
好
評
だ
っ
た
。
ま
た
、「
安
否
札
」

は
地
域
の
防
災
訓
練
で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
が
評
価
さ

れ
、
根
知
小
学
校
は
、
２
０
１
２
年
度
の
防
災

教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
「
防
災
教
育
大
賞
」

を
受
賞
し
た
。

約
２
年
の
防
災
教
育
を
経
て
、
児
童
た
ち
は
、

積
極
的
に
防
災
活
動
の
ア
イ
デ
ア
を
提
案
す
る

な
ど
、
地
域
防
災
に
対
す
る
使
命
感
も
芽
生
え
て
き
て

い
る
。
ま
た
、
学
校
と
の
協
働
に
よ
り
地
域
の
防
災
活

動
も
活
性
化
さ
れ
、
２
０
１
３
年
４
月
に
、
念
願
の
「
自

主
防
災
組
織
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。

学
校
で
は
今
後
、
自
主
防
災
組
織
と
合
同
の
防
災
訓

練
や
地
域
の
研
修
会
実
施
も
検
討
し
て
い
る
。
根
知
小

学
校
の
防
災
教
育
は
、
地
域
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
な

が
ら
、
さ
ら
に
進
化
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

�

（
写
真
提
供　

糸
魚
川
市
立
根
知
小
学
校
）
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「学 校は多忙！　安全教育をしっかり
やっていれば防災教育は必要な

い！」という声を聞いたことがあります。しかし
私は、閉鎖された学校の中で児童と教職員のみで
災害安全の学習や避難訓練をしていても、防災教
育にはなりにくいと考えています。それは、被災
地で聞いた「学校の先生はマニュアル通りにしか
動こうとしない」といった声などについて考えた
時に、日頃から保護者や地域を巻き込んだ防災教
育こそが必要だと感じたからです。

また、へき地小規模校にいると、「町の要は学
校である」と強く思います。

防災教育は町づくり、防災教育の推進は、地域
とともに歩む学校運営そのものです。

防災リーダーの一言

宮川高広
（みやがわ・たかひろ）

糸魚川市立根知小学校　教頭

ご意見・ご感想を、内閣府（防災担当）
広報誌「ぼうさい」担当宛で、はがき、 

FAX、メールにてお寄せください。

平成 25 年 6 月 3 日発行 [ 季刊 ]
http://www.bousai.go.jp/kouhou/
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『ぼうさい』秋号は平成 25 年 9 月発行の予定
です。

編集後記
南海トラフ巨大地震の被害想定最終報告が

取りまとめられ、その被害規模に驚きを隠せ
ない人が多いのではないだろうか。しかし、
事前に対策を行い正しく対処することで、被
害が大幅に軽減することも明らかになった。

行政、企業、地域など、各主体の防災・減
災対策は東日本大震災以来、確実に向上して
いる。しかし、個人については意識の差がい
まだ大きい。一人ひとりが高い意識を持って
備えておくことで、あらゆる対策が最大限に
効果を発揮することを忘れないでほしい。

「自分の命は自分で守る」。現状の対策で本
当に十分なのか、自分の命が守れるのか、改
めて確認したいと思う。

『ぼうさい』夏号  [No. 71]

根知小学校オリジナルヒーロー
「防災戦隊チャレンジャー」



東日本大震災
復興支援の情報サイト

各ホームページに、東日本大震災により被災された方、 
そして支援をお考えの方に役立つ情報が掲載されています。

日本政府を通じた東日本大震災義援金受付

皆様から寄せられた義援金は、地方公共団体を通じて、
被災者の方々へ届けられます。

全国の銀行、信用金庫、郵便局から
指定口座「東日本大震災義援金政府窓口」

へお振込み下さい。

受付期間
平成23年4月5日（火）から平成26年3月31日（月）まで

http://www.cao.go.jp/gienkin/

復興庁

復興庁は、復興に関する国の施策の企画、
調整及び実施、また、地方公共団体への

窓口と支援等を担う組織です。
ホームページでは、復興交付金制度や被災者支援

関連情報、また現地の取組や関連資料などの
最新情報が入手できます。

http://www.reconstruction.go.jp/

政府では、インターネットを通じて震災からの復興状況をお知らせしています。
岩手県、宮城県、福島県を中心に、

復興に向けて歩む方々の声や取り組みを紹介するテレビ・ラジオ番組を視聴できるほか、
各地で撮影された写真、関連サイトへのリンク、生活や事業の再建に役立つ情報にもアクセスできます。

「復旧・復興支援制度情報」のページ

国や地方公共団体が東日本大震災の復旧・復興のために整備している支援制度の検索サイトです。
様々な支援制度を横断的に検索し、条件にあったものをすばやく探すことができます。

県外避難している方からの相談にも、県名や市町村名から簡単に調べてご案内いただけます。

個人向け、事業者向け、それぞれの最新支援制度情報が確認でき、
フリーキーワード、支援の種類やカテゴリ選択による絞込みも可能です。

http://www.r-assistance.go.jp/

http://www.gov-online.go.jp/cam/fukko/ayumi.html http://www.gov-online.go.jp/cam/fukko/index.html
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